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SNS での多言語対応と国民文化 
－不確実性の回避指標から 

 

山中 葵†1  中挾知延子†1 
 

ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）における多言語でのコミュニケーションの課題は何だろうか．本

報告では，SNS での多言語対応の際の課題について，技術的な面よりも文化的背景のちがいからくるコンテキストの
配慮から特に Twitter について意見を述べてみたい．本報告の内容は，G・ホフステードの著書「Cultures and 
Organizations: Software of the mind，邦訳：多文化世界」に多大に基づいている．ホフステードの紹介した「不確実性

の回避」傾向について，国民文化の違いから来る行動の特徴から，他の国でのアンケート調査もふまえて問題を提起
する．一方で，著者自身日本人として現実に Twitter などを頻繁に使っているユーザとして，ホフステードの示した傾

向について些か議論の余地がある点についても述べる． 
 

Multi-language System on SNS and National Culture 
- A Consideration of Uncertainty Avoidance Index 

 

AOI YAMANAKA†1 CHIEKO NAKABASAMI†1 
 

What is needed for multi-lingual communication on social networking service, SNS? In this report, we would like to discuss on 
it, especially on Twitter, considering cultural difference, not technical requirement. We base our remarks heavily on Hofstede’s 
work, ‘Cultures and Organizations: Software of the mind’. Uncertainty Avoidance Index, UAI, which was proposed by Hofstede, 
is introduced and some consideration and questions of UAI are raised with the result of other country’s data as well as behavioral 
feature given by national culture difference. On the other hand, as the authors are actual Twitter users, we would like to discuss 
on some questions caused by UAI propensity when it is applied to Twitter users’ psychological aspect. 

 
 

1. はじめに   

 本報告では，インターネット上のコミュニケーションが

私達にどのような影響をもたらしてきたのかを述べる．特

にソーシャル・ネットワーキング・サービス (SNS) が，人々

のコミュニケーションにどのように寄与しているのかエン

ドユーザの立場から考えてみたい．本稿では，特に人々の

価値観の変化を追求するために，個人情報の公開が少なく

主に感情表現に利用されているといわれている Twitter に

着目して重要と思われる問題点を列挙し考察する． 
2 章では本稿のテーマの上で必要なインターネット上の

コミュニケーションの歴史，価値観の変遷を振り返り，3
章で Twitter（日本語でツイッター）に着目し，ツイートの

内容や，投稿した際の自分自身と他人への効果や影響など

を分析する．その上で次にインターネット上のコミュニケ

ーションが真のコミュニケーションになっているかを検証

する．活用例として地域のコミュニケーションに着目し，

ネット上のコミュニケーションが人々との様々なつながり

を形成させ，真のコミュニケーションを支援する役割を果

たすのかについて述べる．4 章では多言語社会におけるイ

ンターネット上のコミュニケーションを Twitter に着目し

つつ考察する． 
日本でも居住外国人が増加している．例として東京都新

宿区では韓国人，中国人，フランス人などは集合して住む

                                                             
 †1 東洋大学国際地域学部 
   Regional Development Studies, Toyo University 

地域を形成しており[a]，日常会話に母国語が使われている．

多文化共生は世界中普遍的に存在する問題であり，グロー

バル化に伴い日本でも同様の状況になりつつある．多文化

と多言語は密接な関係にあり，多言語社会でのインターネ

ット上のコミュニケーションを考察することが重要と考え

る．本稿では，多言語コミュニケーションのケーススタデ

ィとしてチュニジアにおける多言語社会において上述する

問題点について述べる．最後にまとめとして今後予想され

るコミュニケーションの在り方を考え，将来目指すべきネ

ット上のコミュニケーションとの関り方について考察する． 

2. ネット上のコミュニケーションの歴史と価

値観の変遷 

インターネット上のコミュニケーションは，1980 年代後

半，パソコン通信にまで遡る．初期のころの掲示板は匿名

性が一つの特徴とされていた．限定された地域ごとに運営

される草の根 BBS (Bulletin Board System) が展開されてい

た．サイトの掲示板を通じて情報交換を楽しむ場であった．

この頃のユーザは学生や技術者が中心であった．1996 年頃

からは，ホームページと同じように観覧・投稿ができる無

料掲示板レンタルサービスが始まった．個人ホームページ

に，読者が感想や意見を投稿できるようにするため，ある

いは掲示板を主体として，多くのユーザが集まる掲示板コ

                                                             
a) 資料によれば新宿区に居住する外国人国籍は韓国・中国に次いでフラン

スである．とりわけ新大久保周辺は韓国人街，神楽坂周辺はフランス人街

と近年称されている．  
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ミュニティとして設置されるようになった．さらに同時期，

blog も展開され，学生や技術者以外の一般の人たちにも利

用されるようになった．米国で誕生した blog は，Web 上で

発見した情報をリンクで読者に紹介し意見をコメントして

掲載するサイトであったが，現在の日本では日記として主

に使用され，個々の生活に彩りを与える一手段となってい

る．ネットの普及に伴って BBS が人気を集め，1999 年に

は「2 ちゃんねる」と呼ばれる匿名掲示板が開設されてい

る．blog は 2002 年頃から急速に普及した．個人でも気軽

に blog を立ち上げられるようになり，利用者が増加した． 
同年，アメリカで世界初の SNS である Friendster が登場

した．プロフィールをある程度明かし，会員制サイトであ

る SNS は，翌年日本でも幅広いユーザを集めた．SNS サイ

トとして 2004 年に mixi，GREE，2006 年にモバゲータウン

（現 Mobage）がスタートし，2008 年には Twitter の日本語

版インターフェースが利用可能になるなど，さらに利用者

が急増した．SNS は世界中で大きな影響を与えているが，

日本においても，Facebook や mixi，Twitter など SNS の利

用者が増加している．2011 年の時点では，世界一のユーザ

数を持っている SNS は Facebook であり，ユーザ数は約 6
億 6400 万人に達している．Facebook は自身の個人情報を

多く公開しているため，ありのままの感情をインターネッ

ト上で表現することは少ないという．一方で現在の

Facebook や mixi は友人，親族，知人といった既存の人間関

係をベースとした，パーソナルネットワークになっている． 
2011 年 3 月，東日本大震災の発生時には SNS が大いに

利用されたことは記憶に新しい．特に不特定多数の人から

の情報収集に役立ったのは Twitter である．Twitter の日本

の利用者数は，2011 年末時点で 2,990 万人である．世界各

国と比べても，日本は Twitter 大国であり，日本語でのツイ

ートは英語についで 2 位のシェアとなっている．震災の日

は，2006 年 3 月のサービス以来最多の 1 億 7700 万のツイ

ートが全世界から書き込まれ，さらに翌日には過去最多の

57 万 2000 アカウントが新規作成されたという[1]．著者自

身も Twitter を利用するようになったのは震災直後であっ

た． 
総務省の平成 24 年版情報通信白書[b]によると，平成 23

年末のパソコンの普及率は 77.4%，携帯電話・PHSは 94.5%， 
そのうちスマートフォンは 29.3%であり，前年より 19.6%
増え，急速に普及が進んでいる．ネット利用者数は，前年

より 148 万人増加の 9,610 万人で，人口普及率は 79.1%に

達した．端末別のネット利用状況を見ると，「自宅パソコン」

が 62.6%，「携帯電話」52.1%，「自宅以外のパソコン」39.3%
となっている．ICT 総研によると[c]，2011 年 12 月時点の

国内ネットユーザ数は，9,510 万人，そのうちの 4,289 万人
                                                             
b) http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/h24.html 
c) 株式会社 ICT 総研「SNS 利用動向・広告活用状況に関する調査を発表」
http://www.ictr.co.jp/topics_20111227.html 
2011 年 12 月 27 日参照 

(45%) が SNS を利用している． 
このように，インターネット上でのコミュニケーション

の在り方は時代によって変化し，それと同時に人々のコミ

ュニケーションに対する価値観も，時代によって変化して

いる．さらに追記するに値する明白な事実がある．SNS は

マスメディアにしか出来なかったリアルタイムな伝播力を

個人でも可能にしていることである． 

3. ネット上のコミュニケーション 

3.1 価値観の変容 
ネット上のコミュニケーションが，日本人の人間関係に

悪影響を与えているという指摘がある．2006 年 6 月 12 日

付の読売新聞の朝刊では，全国世論調査により人間関係の

希薄化が全国的に広まっていると伝えている．メールのや

り取りが人間関係に及ぼす影響に関しては，「誤解が多くな

る」34%，「人間関係が表面的になる」29%，「感情や思い

を面と向かって伝えられなくなる」25%などマイナス面が

上位を占め，プラス面では，「コミュニケーション回数が増

え，人間関係が深まる」18%，「けんかをした時に，謝るき

っかけを作れる」13%などが記載されている． 
人間関係の希薄化は，これまで都市化にともなうものと

して議論が重ねられてきた．まずは，1903 年にジンメル 
(Simmel, G) が「大都市の心的生活」という論文[2]で，大

都市は貨幣経済の中心地であり，人間の価値までもが貨幣

価値に換算されるようになり，合理的人間関係の中で，他

人に対して事務的態度をとるという没人格性が支配的にな

ると指摘した． 
都市の人間関係は合理的，非人格的で，表層的なものに

なるとしている．ジンメルの発想は，その後アメリカのシ

カゴ学派に受け継がれ，さらに議論が展開された[3]．都市

社会学者のパーク (Park, Robert E.) は，都市における交

通・通信の発達が，コミュニティにおける個人の結合を直

接的・対面的「第一次的」関係から，間接的「第二次的」

関係に変化させたと指摘した[4]．つまり，都市では家族や

地域社会のような親密な第一次的集団の関係が弱まってい

るということである．また，それに基づく道徳的秩序も次

第に崩壊し，犯罪や非行が増加，警察や裁判所，マスメデ

ィアのような社会統制機関が必要になっている．このよう

に，第一次集団が崩壊し，無秩序になった状態をシカゴ学

派では社会解体と呼んでいる． 
さらに，社会学者のワース (Wirth, Louis) は，｢第一次的

接触の第二次的接触との交替｣が見られると同様の指摘を

した[4]．人口規模が拡大し，全ての住民と知り合うことが

不可能となり「匿名的」な世界が生まれ，分節化した人間

関係が形成されるとしている．ここで分節化した人間関係

とは，例えば仕事のつながりや趣味のつながりなど，特定

の場面に限定された人間関係のことである．その結果，親

密で人間のまるごとの付き合いである「第一次的接触」が
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失われ，表面的・一時的・分節的・匿名的な「第二次的接

触」が優位になるということである．これは，パークの「第

一次的」関係から，「第二次的」関係に変化したという議論

を受け継いでいる．さらに，ワースはこうした都市での社

会関係が「無関心・控えめな態度・飽きの態度」「世間ずれ・

合理性」などの社会心理を生み出すとした．「無関心・控え

めな態度・飽きの態度」はジンメルの「大都市の心的生活」

に触れるものである．控えめな態度とは，むやみに他人の

プライバシーに首をつっこまない都会人の態度である．こ

うした態度は，コミュニティ全体から見ると，自由と解放

を意味する一方，参加の意識を失わせ，無秩序な状態にな

る傾向があるとしている[4]．しかしながら，前述した読売

新聞の記事から，人間関係が希薄化した原因は都市化だけ

でなく携帯電話などのインターネットの普及も一因だと考

えられる． 
では，ネット上のコミュニケーションがどのような影響

を及ぼしているのだろうか．1 つ目はコミュニケーション

能力の低下である．人と会って話すより，メールでやりと

りする方が気楽であるという機械親和志向が 10 代・20 代

の若者に強い．自分の思い通りにすることができる機械に

使い慣れているために，現実世界でのコミュニケーション

の中でも上手くいかないと，機械と同じ要領で簡単に関係

を破綻させ，真剣に向き合おうとはしないのである．こう

いった「希薄な人間関係」が，高度情報化社会では主流に

なっていると言われている．総務省によるネットと現実に

おける意識・行動の調査[d]によると，｢ネット上での付き

合いの方が現実世界より関係の遮断が容易である｣，｢ネッ

ト上の方が現実世界より言いたいことが言える｣という回

答が 6 割であった．現実世界よりネット上のコミュニケー

ションを好む傾向が，対人コミュニケーション能力の低下

を導いていると思われる． 
2 つ目に，他者に対する感受性を低下させ，攻撃性の増

大や道徳性の衰退を招くことである．例えば，公共の場で

堂々と携帯電話で話す人や，電車で化粧をする人が典型と

して挙げることができる．感受性の低下と道徳性の衰退が

蓄積することによって，暴力や犯罪の温床になっていくと

指摘されている． 
3 つ目に友人関係の多様化である．メディアの利用によ

って，現実世界の友人だけでなく，自分と同じ趣味を持つ

人や，匿名のみのやりとりをする人，見知らぬ人ともイン

ターネット上で簡単につながることができるようになった

こともあり，｢友人｣という一つのカテゴリの中に，多様な

人間関係が存在するようになった．「匿名」には様々な働き

がある．まず，「匿名性」「ハンドル・ネーム」でのネット

ワーク社会では，サブカルチャーを形成する働きを持って

いる．また，匿名性を前提としたメディア上での親密な他

                                                             
d) http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h23/html/nc232340.html 

者のことをインティメイト・ストレンジャー  (intimate 
stranger)[e]と呼んでいる．一部ではあるが，日記を全体公

開することで，見ず知らずの人に自分の不安や葛藤をさら

け出すことで，お互いを励ましあっている． 
SNSはいわゆる主流の文化や趣味からはずれてしまって

いる少数派の人々にとって，孤独をやわらげ社会的むすび

つきを維持する潜在的効果があると指摘し，これを「オン

ラインによる社会化」という言葉で表している[3]．趣味に

ついて話す場では，その話題から外れることがないように

情報を共有し，円滑なコミュニケーションを成り立たせて

いる．しかし，そうした様々なカテゴリのネットワークへ

の参加が，現実世界でも多様化した｢友人｣を場面によって

使い分けるようになる． 
若者の友人との付き合い方についての調査[3]では，｢遊

ぶ内容によって一緒に遊ぶ友達を使い分けている」という

回答が 65.9％で，3 人に 2 人の若者が，そのような付き合

い方をしているという結果が明らかになった．しかし，こ

のような選択作用は，自分と違う立場からの交流を拒否す

るようになってしまう．つまり，人間社会は他人の価値観

にも関心を持ち交流することで成立しているが，選択性が

鋭くなると，自分と異なる価値観や関心の持ち主と交流が

できなくなり，自分の世界観を狭めてしまう結果になるの

である． 
3.2 Twitter 

1 章で述べたように，ネット上でのコミュニケーション

として Twitter について述べる．米国で生まれた当時は，仕

事内容を相手に正確に伝達する情報交換を目的に開発され

た．Twitter の特徴は，他の SNS と比べて簡単な操作である

点や，文字数が限られているため気軽に不特定多数の人に

向けて情報を受信・発信できる点であり，それらが利用メ

リットになっている．Twitter は，実名ではなくハンドル・

ネームで登録している人が大半で，個人情報の公開は少な

い．そのため，知人間のみのつながりによる利用や，不特

定多数の人とのつながりに利用するなど，利用方法も多様

である． 
ネットエイジア㈱と㈱第一生命経済研究所の実施した

2011 年の図 1 に引用した調査結果によると[f]，ネットに掲

載する内容の感情の表出については，Twitter が高いという

ことがわかる．他の SNS と比較して Twitter での公開が最

も高い項目は，「自分が感じたさびしさや孤独感について」
                                                             
e) 都市社会学者 Milgram が著書（参考文献[6]）で初めてこの言葉を使った

が，ネットのなかった当初はネット社会でのことではなく，よく知ってい

る他人という意味で用いた．例えば朝の通勤で毎日のように駅で会う他人

などを指す．彼らはお互いの名前すら知らないが，顔や服装，乗降駅や時

間帯など克明に覚えており，ある日そこにいるべきはずの他人がいないと

即座に気づくという． 
f) 「ブログ・ツイッター・ミクシィ・フェイスブックのいずれかを使って

いる」と回答した携帯電話ユーザである全国の 15 歳～44 歳の男女 1020 名

に行った「ブロガー・ＳＮＳ利用者の『対人距離感』」に関するモバイルリ

サーチ調査結果より

http://www.mobile-research.jp/investigation/research_date_111114.html(アクセ

ス日：2013 年 1 月 15 日) 
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である．これ以外にも，[c]の調査では，Twitter は自分の感

情表現と情報検索が二大目的であるという調査結果がでて

いる．また，ツイートの内容は 19 歳以下から 60 歳以上の

全ての年代で，感情表現がトップである．その次に，自分

の意見，リツイートと続く． 

 

図 1 ブロガー・SNS 利用者の『対人距離感』[g] 
 

では，短く限られた字数の中で，どれだけありのままの

自分を見せているのか，あるいは感情表現ができているの

か．海原[5]によると，ほぼ正直にありのままの感情をつぶ

やく人が 64.20%，やや格好をつけることが多い人が 17.59%，

好かれる人物像を演ずることがある人が 2.62%だったと述

べられている．また，感情をつぶやくときの傾向として，

自分をコントロールしながら，つぶやくことを考え頭で整

理してつぶやく人が 59.72%，ポジティブなことをつぶやく

傾向がある人は 21.30%，ネガティブな感情をつぶやく傾向

がある人は 11.57%であった． 
 

 

図 2 Twitter を利用する一番の目的（[5]より筆者作成) 
 
 
                                                             
g) http://www.mobile-research.jp/investigation/research_date_111114.htmlより引

用 

Twitter を利用することで，自分の感情を一時停止して間

を置き，客観的に自分をながめ，頭で整理してポジティブ

な方向に自分自身を修正しているということになる．ツイ

ートすることによって，自分にどのような効果や影響があ

るのだろうか．海原[5]によると，ツイートすることによっ

て感じる充足感は，自分のつぶやきに共感してくれる人が

いるときにあると答える人が一番多く 68.67%である．それ

に次いでフォロワー数が増えた時が 6.64%，仕事の成果が

あがった時が 3.55%である．充足感は Twitter の利用頻度が

高い人ほど高い．その理由は，Twitter を利用するからこそ，

自分の気持ちを表現できるからだという．では，充足感を

感じる人は，現実ではどのような人間関係を築いているの

か．実生活のコミュニケーションと Twitter での充足感を調

べた調査によると，充足感を高く感じている人は，現実の

コミュニケーションにまずまず満足している人が多いこと

がわかったという．この結果から，現実のコミュニケーシ

ョンに不満を持ち，Twitter を逃げ場，はけ口にしているの

ではないことがわかる．さらに，内容はありのままではな

く，格好をつけてツイートする方が充足感を高く感じられ

るという．例えば，現実世界ではそうできなかった自分，

少しだけ背伸びした自分，近未来の自分などを演じ，ある

いは，現実世界でネガティブ傾向にとらえたことを，あえ

てポジティブにとらえてツイートするなど様々である．ま

た，あいさつを交わさないような人や，他人でも，フォロ

ワーを意識して相手を思いやる親切な言葉をかけるなど，

現実世界では出来ないことが Twitter で可能となっている

ことがある． 
WVS（World Values Survey，世界価値観調査）[h]が，「よ

い人間関係を築くには，まず何をすることが大切か」とい

う質問に対し，「相手の考え方を理解しようとすること」，

「自分の考え方をはっきり述べること」の 2 つの選択肢を

選ぶ調査を行ったところ，前者を選んだ日本人は 80.9%．

これは 63 カ国中，第 7 位となった．相手に対する思いやり

の言葉に充足感を高く感じられることは，日本人の価値観

に大きく関係しているといえる． 
 
表 1 「よい人間関係を築くには，まず相手の考え方を理

解しようとすることが重要だと思う人の割合」の世界ラン

キング（WVS 第 3 回～第 5 回調査より引用） 

1 ベトナム 86.2 

2 ノルウェー 83.4 

3 モロッコ 83.4 

4 ニュージーランド 82.5 

                                                             
h) 世界価値観調査は世界 97 カ国・地域の研究組織によるグローバル協働

プロジェクトで，定量調査により，世界の異なる国の一般の人々の価値観

や意識を，社会文化的・道徳的・宗教的・政治的などの各カテゴリで比較・

分析したもの 
http://www.isid.co.jp/news/2012/0702.html を参照 
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5 ドイツ 82.2 

6 ボスニア・ヘルツェゴビナ 81.6 

7 日本 80.9 

8 パキスタン 80.1 

9 インドネシア 79.4 

10 韓国 78.9 

 

では逆に，自分のツイートを見た相手は影響を受けるの

だろうか．ここで，「感情の伝播三段階ルール」について述

べる前に「スモールワールド実験」について説明する．1960
年代の後半，アメリカの心理学者であるミルグラム

(Milgram, S) 率いるチームが人間関係のネットワークに関

する実験を行った[6]．実験の結果，世界中の人々はみな，

6 人の仲介によってつながっていることが明らかになった．

ネットワークの平均距離が 6 くらいということから，「6 次

の隔たり」と呼ばれた．2011 年に，Facebook ユーザ 7 億

2100万人の 690億の友達関係を対象にこの実験を実施した

ところ，平均 4.74 人目でつながっている．ここで，「6 次

の隔たり」の中で，感情や行動が伝播するのはどこまでか

という問いに対する答えは，「3 次の隔たり」までだという．

つまり，自分との友人（1 次の隔たり），自分と友人の友人

（2 次の隔たり），自分と友人の友人の友人（3 次の隔たり）

までの人間同士では感情や行動が伝播し，心理的影響を及

ぼすケースが多いということである[7]． 
しかし，その影響力は徐々に弱まって，3 次の隔たりの

位置に存在する社会的な限界を超えると，目立った効果が

なくってしまう．その理由としては，3 つの可能性を考え

ることができる．1 つ目は，本質の消失である．その情報

が友人の友人の友人の友人に伝わる時には，その人は本人

が実際に何をしたのかについて，正確な情報を手にしてい

ない可能性がある．2 つ目に，ネットワークの不安定性で

ある．知人との直接的なつながりを失うのは，二人の絆が

消滅する時に限られるのに対し，3 次の隔たりのある人の

場合は，途中の絆のどれかが切断されると，つながりが失

われてしまう．ネットワーク上の絆は永遠ではないため，

平均して 4 次以上の隔たりのある人とは安定したつながり

を持てない可能性がある． 
3 つ目に進化生物学が関係している．人間は小さな集団

で進化してきたらしく，集団内では，すべてのメンバーが

他のメンバーと 3 次以下の隔たりでつながっていたと考え

られる．つまり，ヒト科の過去において，4 次の隔たりを

持つ人が存在しなかったため，そこまで影響を及ぼせるま

でには進化していないと考えられる．ここで 3 次の隔たり

を Twitter で考えてみると，自身のツイートは特定の対象を

持たない場合でもフォロワーという 1 次のつながり， 
フォロワーのフォロワーへ，さらに 3 次のつながりに影響

を及ぼしているといえる．このように，Twitter は感情や心

理を伝播させるネットワークで，他人からも影響を受けて

いるものということがわかる． 
クリスタキス (Nicholas A. Christakis) によると，ネット

ワークの数学的分析から，直接つながっている人，つまり

1 次の隔たりにあたる人の幸福は，自分も約 15%幸福にな

るらしいと述べている[8]．また，2 次の隔たりにあたる人

では幸福の効果が約 10%，3 次の隔たりにあたる人では約

6%，そして 4 次の隔たりまでいくと効果が消滅するという． 
 本章では Twitter の利用と対人関係に与える影響につい

て述べてきたが，平成 19 年版の情報通信白書[i]によると，

このような SNS やブログの普及によりコミュニケーショ

ンの頻度，深さともに緊密になったと実感している人が多

いことが書かれている．その変化は，他の人の意見によっ

て自分の考えが深まった，新たな価値観を得ることができ

たなど，次の表 2 において明らかになっている． 
 

表 2 ここ 1~2 年のコミュニケーション全般における変化

（平成 19 年度版総務省情報通信白書[i]より引用） 

 そう思う そう思わない 

相手と積極的に連絡をとる

ようになった 
45.0 22.2 

以前からの友人と連絡をと

るようになった 
41.3 24.0 

顔を知らない友人と連絡を

とるようになった 
15.2 69.0 

他の人の意見で考えが深ま

った 
40.6 21.8 

他の人から新たな価値観を

得た 
51.7 19.1 

興味・関心を他と共有し一緒

に楽しむようになった 
35.8 28.9 

興味がなかったことに興味

が沸くようになった 
48.4 22.3 

興味のあるものを積極的に

調べるようになった 
62.8 15.8 

誤解されたり傷つくことが

多くなった 
12.2 50.1 

何らかの連絡をとらないと

落ち着かなくなった 
10.3 62.5 

行動が束縛されていると感

じるようになった 
11.6 60.8 

単位(%) 
 
                                                             
i) http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h19/pdf/19honpen.pdf 
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4. 不確実性の回避 

4.1 不確実性の回避指標 
不確実性の回避（uncertainty avoidance）という概念は，

オランダの社会心理学者 G・ホフステードの著書[9]におい

て提案されている．ホフステードは世界 50 カ国，3 地域（ア

ラブ諸国・東及び西アフリカ）で働く IBM の社員約 12 万

人に対して行った国（地域）レベルでの文化の違いについ

ての調査から，権力格差・集団主義対個人主義・女性らし

さ（所属）対男性らしさ（尊重）の 3 つの次元に続く 4 番

目の次元として不確実性の回避（強い・弱い）を置いてい

る．不確実性とは，何かが起こるのだが，それが何だかわ

からないという状況であり，不確実性の回避とは，｢ある文

化の成員が不確実な状況や未知な状況に対して脅威を感じ

る程度」と定義されている．不確実性を回避しようとする

文化では，ゆるく浅いつながりは不確実なものとして，神

経質になりストレスが高まりやすいとされる．ホフステー

ドは不確実性の回避の指標（Uncertainty Avoidance Index）
を国レベルで計算をした．以下，この指標を UAI と呼ぶこ

とにする．表 2 に UAI の上位 20 カ国を示す．UAI は仕事

についての価値観についての質問[j]に対する各国の回答に

見られる平均の違いに視点をあてて算出されたものであり，

これらの指標によってその国のすべての人間の特徴を表し

ているものではない．  
 

表 3 ホフステードによる UAI スコアの上位 20 カ国 
順
位 国・地域 UAI 順

位 国・地域 UAI 

1 ギリシア 112 10 チリ 86 

2 ポルトガル 104 10 スペイン 86 

3 グアテマラ 101 10 コスタリカ 86 

4 ウルグアイ 100 10 パナマ 86 

5 ベルギー 94 10 アルゼンチン 86 

5 エルサルバドル 94 16 トルコ 85 

7 日本 92 16 韓国 85 

8 旧ユーゴスラビア 88 18 メキシコ 82 

9 ペルー 87 19 イスラエル 81 

10 フランス 86 20 コロンビア 80 

                                                             
j) ホフステードは以下の 3 つの質問を行った． 
[1]仕事のストレスに関する質問 
「あなたは仕事の上で神経質になったり，緊張したりすることがあります

か？」について「いつもそのように感じる」から「まったくそのように感

じない」までを 5 段階で評価する． 
[2]規則志向の質問 
「たとえ会社に非常に大きな利益をもたらすと思っても，会社の規則は破

るべきではない」という賛成の程度を 5 段階評価する． 
[3]長期勤続を望んでいる社員の割合(%) 
「今後いつまで IBM に勤務したいと思いますか？」という質問に対して，

1．「せいぜい 2 年」，2．「2 年から 5 年」，3．「5 年以上（ただし定年までに

はやめるだろう）」，4．「定年まで」から選択する． 

ホフステードの調査によると，日本は UAI が高く，かつ

集団主義の文化的特性を持っている．このような特性が見

られる国の特徴として「高コンテキスト」なコミュニケー

ションであることが挙げられる．「高コンテキスト」とは，

言語や文字を利用しなくても，状況から意味を読み取るこ

とができることをいう．規則などは暗黙の了解であり，伝

統に根ざしている．反対に UAI が高く個人主義的な国は

｢低コンテキスト｣であり，必要な情報や感情はすべて言葉

で表現する．日本は以心伝心という言葉からも，高コンテ

キストの代表的な国であり，実際に相手が発する言葉より

も，仕草や表情から言葉の背後にある意味を読み取ること

を無意識に重視している．この点から見れば，文字のみの

やりとりである Twitter は，高コンテキストなコミュニケー

ションをする日本では発展が難しいといえる．ところが現

実はそうではなく，Twitter がとてもさかんであり，多言語

という面から見れば，外国人とコミュニケーションしたい

ために仕事以外でも趣味で外国語を習う人もたくさんいる．

以心伝心を尊重し， かつそうではない高コンテキストの国

の人との円滑なコミュニケーションを支援してくれる 140
文字のしかけはどのようなものであろうか． 

日本社会は，Twitter などの浅くゆるいつながりや規則的

でないネットワークは，発展が難しい土壌であるという意

見がある[5]．なぜなら，日本社会が不確実性の回避が極め

て高いからである．また，不安の高い社会の文化的特徴と

しては，表出的であることが挙げられている．感情をあら

わにし，攻撃的で，活発な国民性である．しかしこの点も，

日本人は当てはまらないように思える．それは，2011 年に

起きた東日本大震災後の日本人の対応からも説明すること

ができるだろう．震災後，あれほど甚大な被害を受けたに

も関らず，落ち着いた様子で冷静さを保ち，秩序を守る日

本人の姿は世界中で称賛されたのは記憶に新しい． 
4.2 インターネット利用行動と UAI の関係の先行研究 

インターネット利用行動と UAI との関係を調査分析し

た研究に藤井[10]がある．藤井 [10]では UAI に加えて「一

般的信頼」という指標も入れて議論されており，UAI や一

般的信頼の高い低いによって「SNS・匿名掲示板・オーク

ション・ブログ」の 4 種類のネット利用行動の関係の有無

を検証している．UAI が高いときによく見られる行動は

SNSと匿名掲示板であるという仮説を統計的分析により検

証した結果，UAI と有意な関係が得られたのはオークショ

ンとブログで，ブログは UAI が高いほど頻度が高く，オー

クションは UAI が低いほど頻度が高いという結果であり，

SNS と匿名掲示板では有意な結果は出なかった．藤井[10]
では SNS は一つにまとめられており，フェイスブックや

Twitter の区別をしていない．また，SNS を，UAI の高い不

安要素のない招待制を基本とするサービス環境でコミュニ

ケーションできる仲間内でのつながり志向の強い利用とし

ているが，これはフェイスブックなどを指しており，Twitter
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にはあてはまらない．また，ホフステードが一個人の特徴

を表すものではないとしているのに対して藤井[10]では個

人のアンケート調査により分析が行われており，国民文化

を反映するものではない．これらの点から本稿と論じる点

が異なっていると考える． 

5. SNS での多言語対応と国民文化 

SNSにおける多言語でのコミュニケーションの課題は何

か．SNS での多言語対応の際の課題について，技術的な面

よりも文化的背景のちがいからくるコンテキストの配慮に

ついて特に Twitter について述べる．今回はチュニジアでの

アンケート調査もふまえて問題を提起する．多言語という

切り口で多様なアプローチがあるが，本稿では日本におけ

る国民文化という観点から Twitter での多言語コミュニケ

ーションの課題について述べる． 
5.1 Twitter と多言語対応 

Twitter に関しても多言語によるコミュニケーションの

充実が望まれる．その一つとして，Twitter での多言語によ

るコミュニケーションの充実があげられる．現在では，右

から左へ書くアラビア語・ペルシャ語・ヘブライ語・ウル

ドゥー語の Twitter がボランティアベースで誕生し[k]，多言

語異種文字の混在表示についてはかなりの部分まで開発が

進んでいる[l]．2011 年には全世界規模でサービスの多言語

化を促進させる取り組み Twitter Translation Center[m]が始

まった．インターネット上で不特定多数の人の助けを借り

るボランティア翻訳で，ユーザーインタフェースのローカ

ライズ作業を進めている．  
5.2 多言語化する日本社会 

世界規模では日本のような単一言語社会は珍しく，大半

の国は多言語社会を形成している[n]．日本のあちらこちら

でも小さな範囲では多言語社会が形成されつつある．この

ような動きは少なからず日本人の多言語コミュニケーショ

ンへの扉を開け，同時にネットにおいても日本に住んでい

る外国人とのよりよいコミュニケーションが必要になって

くる．ただ，Twitter のような個人感情の表出の色が濃いメ

ッセージを多言語で自由自在にできる人は少ないのではな

いだろうか．文化的背景の差も顕現化するであろうし，タ

ブーな表現や少しのミスで人間関係が崩れてしまう危険も

孕んでいる．それでは，現実に多言語社会である国ではど

のような意識を持って多言語コミュニケーションを行って

いるのであろうか．次節では多言語社会の一つのケースと

して北アフリカのチュニジアをとりあげ，そこでの言語調

                                                             
k) BBC サイトで掲載された．http://www.bbc.co.uk/news/technology-17286684  
l) 台湾繁体字と香港繁体字，マカオ繁体字を使い分けたいとか，アラビア

語とペルシア語とウイグル語をそれぞれ 適切なフォントを切り換えなが

ら表示などという話になると Unicode の文字符号位置から言語を弁別でき

なくなってくる，という文字コードの専門家のコメントがあった．（私信） 
m) https://translate.twitter.com/welcome  
n) 例えば国際交流基金の日本語教育通信のサイト，第 34 回「日本語教育

と言語政策」http://www.jpf.go.jp/j/japanese/survey/tsushin/reserch/034.html 

査の結果について報告する． 
5.3 チュニジアの多言語社会 

地中海に面する北アフリカのチュニジア共和国はアラ

ブ諸国の一つであり，1956 年の独立までの 75 年間フラン

スの保護領であったことから，チュニジアの人々はアラビ

ア語[o]に加えてフランス語も流暢に話す人が多い．日本で

も英語を話せる人が増えてきているとはいえ，町で日常的

に日英両言語が聞こえてきたりはしないし，ましてや町で

ランダムに英語で話しかけて多くの日本人がまったく自然

に英語で返してくるという風景は想像しにくい．チュニジ

アの町では市民のアラビア語とフランス語の状況はまさに

それである．チュニジアの独立後の言語政策や地域別の言

語状況については他の詳しい文献を参照していただくとし

て，本稿では中挾らがカルタゴ大学のモスバー (MOSBAH, 
Saïd) 教授の協力を得て，2011 年 3 月に行った言語調査の

データ[11]を紹介して議論していく． 
言語調査データの中で，Twitter と相性がいいと感じた内

容は，会話における二言語のコードスイッチングについて

どう意識しているのかについての質問であった．コードス

イッチングとは社会言語学で用いられ，人が場面に応じて

使う言語を切り替える現象である．異なる言語の切り替え

だけでなく，標準語と方言や，敬語と俗語（タメ語）の切

り替えもコードスイッチングになる．チュニジアにおける

二言語のコードスイッチング現象は 2 種類あり，会話にお

いてアラビア語で聞いてフランス語で答えるなど，会話の

フレーズごとに言語を使い分けるパターンと，会話の一つ

のフレーズに二言語を混在させる，すなわちアラビア語の

フレーズの中にフランス語単語が混じるパターンである．

チュニジア人の会話ではフランス語のフレーズにアラビア

語単語が混じるよりも，アラビア語のフレーズにフランス

語単語が混じる場合が多い．調査では後者の現象について，

実際に使っているチュニジア人自身はどのように感じてい

るのかを自由に回答してもらった． 
Mosbah 教授が教鞭をとるカルタゴ大学言語学部の大学

生 116 名[p]に質問をしてそのうち 101 名から回答を得た．

「アラビア語のフレーズにフランス語単語を混ぜて話すこ

とについてどう思うか」について賛成が 65 名，反対が 36
名であり，約 64%がそのような使い方について肯定的であ

った．表 5 に肯定した人の意見をまとめた． 
一方で否定的な意見であった人は「植民地の残骸」とい

う見方が最も多く，他に「悪い習慣」「どちらの言語の価値

も下げる」が続いた． 
 
 

                                                             
o) チュニジア人が日常話しているのはチュニジア語（アラビア語のチュニ

ジア方言）であり，学校で習う正則アラビア語ではないが，ここではアラ

ビア語と書く．  
p) 男性 19 名と女性 97 名．年齢は 20 歳から 32 歳までで，20 歳から 24 歳

までが全体の 90％を占めている． 
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表 4 「アラビア語のフレーズにフランス語単語を混ぜて

話すことについて」を肯定した人の意見 
意見 人数 

より表現力に富む 12 

慣れている 12 

調和できる 7 

グローバル化の流れ 6 

多言語話者のメリット 5 

語彙がより豊かになる 5 

フランス語は必要である 4 

各人が好きなようにしゃべればよい 3 

その他[q] 11 

 

本稿では，Twitter での多言語を考えていく上で，この調

査において「賛成」と答えた人々の意見に注目した．Twitter
での会話はフォーマルではないくだけた表現が多く，内容

面でも個人の感情の表出が多いという使い方から，チュニ

ジアのような多言語社会では人々がツイートしたら一つの

フレーズに異なる言語が混じる場合は珍しくないと考える．

なぜならTwitterのような 140文字という限られた字数の中

で自分の言いたいことを表現するにはできるだけ簡潔にぴ

ったりと自分の気持ちを表す必要があるからである．表 5
の意見からも，肯定した多くの人々がフランス語単語をア

ラビア語の代わりに使うことで自分の気持ちがより良く表

現できると答えている．また，慣れているというのもフラ

ンス語の熟達度を物語るものであるといえよう．チュニジ

アはアラブ諸国であり，ホフステードの UAI スコアでは残

念ながらアラブ地域という枠で一括りにされてしまってお

り，アラブ諸国は 50 位中 27 位とほぼ中間である．UAI ス
コアからはチュニジア人の文化的特性は読み取りにくい．

ただ，日本でもミクロレベルで多言語社会が進んでいけば，

チュニジアで見られるようなフレーズレベルでの多言語混

在も現実のものとなるであろう．そしてそのような表現が

Twitter でよく見られる感情の表出に適した表現であるこ

とも否めず，多言語のスムーズな切り替えも課題になると

思われる． 

6. まとめ 

本論文では，インターネット上のコミュニケーションに

おける人々の価値観について国民文化の視点も取り入れて

考察を行った．ここでは，ネット上のコミュニケーション

が私達にどのような影響をもたらしているかを明らかにし

た．Facebook や Twitter などの米国で人気を博しネットサ

                                                             
q) 「フランス文化の影響」「他人の言いたいことを理解するのが一番であ

る」「新しい言語の誕生」がそれぞれ 2 人ずつ，「小さい時からの教育」「第

二言語だから」「雑種の言語」「キザな感じ」「アラビア語が下手」という意

見がそれぞれ 1 人ずつあった． 

ービスが日本にも到来し，いったん日本に入ると日本人に

合ったネットサービスの特徴を出して発展していく様子を 
「ガラパゴスな日本のネット界に開国を迫る黒船ネットサ

ービス」とたとえている[12]．ホフステードの調査で出て

きた 4 つの次元を 2 つ組み合わせて配置した座標面では，

日本が孤立した場所を占めている[r]．この点だけで日本が

世界の国々の中でとてもユニークな国民文化を持っている

とは断言できないが，興味深い結果である．この知見を

Twitter のよりよい使い方に適用できないものか期待され

る．また，多言語社会のチュニジアの言語調査から，一つ

のフレーズに言語を混ぜることは，短い文字数に自分の感

情を吐露できるぴったりな表現を送りたい Twitter とはと

ても相性がいいと感じる．それと同時に多言語で自由自在

に入力できた次の段階には，文化の差による内容の吟味や

暗黙の倫理ガイドライン設定などが待っているものと予想

して結びとする． 
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